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令和８年熊本地震における被災した住宅の応急修理 

「日常生活に必要な最小限度の部分の修理（井戸等の修理）」 

熊本市実施要領 
 

令和８年（ 2026 年）７月 28 日から適用   

制定・改訂履歴等：（附則）に掲載   
 

災害救助法（昭和 22 年法律第 118 号。以下「法」という。）では、「応急救助」、

「自治体自らが実施する現物給付」という基本原則の下で住宅の応急修理「日常生活

に必要な最小限度の部分の修理」（以下、「応急修理」という。）を行うこととされ

ている。 

この実施要領は、令和８年熊本地震における、法に基づく住宅の応急修理の取扱い

のうち、井戸等の修理について定めるものである。 

 

 

 １ 対象者  
 

（１）以下の全ての要件を満たす者（世帯） 

① 当該災害により被災者の自宅敷地内にある飲用水を取水する井戸等が損傷

を受けたこと。 

② 井戸が飲用水を得る唯一の手段であり、井戸等の損傷により飲用水を得る途

を失ったことで、そのままでは住むことができない状態にあるが、応急修理を

行うことで、被害を受けた住宅での生活が可能となることが見込まれること。 

※現に、被災者が自宅にいる場合であっても、井戸等の損傷により飲用水を

得る途が失われている場合は、井戸等の応急修理の対象とする。 

③ 以下のいずれかに該当し、井戸等の機能回復が見込めないこと。 

・井戸等の構造等の問題により洗浄の実施が困難であること。 

・井戸を洗浄しても、機能の回復が見込めないと判断されること。 

・井戸そのものには損傷がないが、配管、継手、砂取器、受水槽、弁、水栓、

電動機等の損傷により、井戸としての機能を失っていること。 

④ この応急修理制度により井戸の機能が回復した場合、周囲の被災者への給水

支援などについて、できるかぎり協力すること。 
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（２）資力等の要件 

災害のため、被災者の自宅敷地内にある飲用水を取水する井戸等に損傷を受

け、自らの資力では応急修理をすることができない者については、熊本市におい

て、「資力に関する申出書」（様式第２号）を基に、その被災者の資力を把握し、

ある程度資力がある場合は、ローン等個別事情を勘案し、判断する。 

 

 ２ 住宅の応急修理の範囲及び基本的考え方  
 

（１）井戸等の応急修理の範囲 

井戸等の応急修理の対象範囲は、井戸、配管、継手、砂取器、受水槽、弁、水

栓、電動機、検査資材等の飲用水の取水に欠くことのできない井戸等の構成要素

であって、応急修理を行うことが適当な箇所について、実施することとする。 

（工事例及び基本的な考え方は 別紙１ 参照） 

 

 ３ 基準額等  
 

（１）井戸等の応急修理のため支出できる費用は、原材料費、労務費及び修理事務費等一

切の経費を含むものとし、１世帯あたりの限度額は、757,000円以内とする。 

なお、井戸等の構成要素でないものや、井戸等の構成要素であるが、飲用水を取水

する機能に直接的に影響しないものに係る修理は、効率的な場合には、併せて実施し

て差し支えないが、支出できる費用に含めず、自己負担とする。 

 

（２）同一住家（１戸）に２以上の世帯が居住している場合に井戸等の応急修理のた

め支出できる費用の額は、（１）の１世帯当たりの額以内とする。 

 

（３）世帯ごとに別の住宅に居住する複数世帯が共同利用者（最大４世帯とする。）

となる場合に、井戸等の応急修理のため支出できる費用の額は、当該井戸等の共

有者となり、共同利用する世帯数に上記（１）の１世帯当たりの額を乗じた額以

内とする。 

 

（４）井戸等が損傷した複数世帯が、新たに井戸等を共同利用する場合であって、次

のいずれかに該当し、当該井戸等を各住宅と一体不可分な共同利用施設として復

旧又は整備するといえる場合は、法の対象とすることができるものとする。 

ア 被災しなかった世帯の既設井戸を複数世帯で共同利用するため、ポンプ、配

管等を整備する場合 

イ 被災した井戸を、複数世帯で共同利用することを前提として掘り直す場合 

 

この場合においては、次の要件を全て満たすものとする。 

・共同利用する各世帯が、当該井戸等を将来にわたり唯一の飲用水源として使用

し、及び維持管理することについて、共同利用者として合意していること。 
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・共同利用する各世帯がそれぞれ井戸を復旧し、又は掘削する場合と比べ、費用

が抑えられること。 

・当該井戸等が、共同利用するいずれかの世帯の住宅の敷地内にあること。 

・共同利用する各世帯の住宅の敷地が接していること。 

・共同利用する住宅が４戸以下であること。 

※この応急修理に支出できる費用の額は、共同利用する世帯のうち、地震により

従前利用していた井戸等が損傷し、飲用水を得ることができなくなった世帯数

に、上記（１）の１世帯あたりの額を乗じて得た額以内とする。 

 

（５）被災者が所有しない井戸等の取扱い 

借家等の被災者が所有しない井戸等は、本来、その所有者が修理を行うもので

ある※が、法に基づく救助として行う被災した井戸等の応急修理は、井戸等を寸

分たがわず元通りに戻す、又は井戸等の損害を補償するものではなく、生活の場

を確保するものであるから、借家等であっても、所有者が修理を行えず、かつ、

居住者の資力をもってしては修理できないために現に飲用水の確保ができない

場合は、所有者の同意を得て応急修理を行うものとする。 

このため、借家等の所有者の資力の有無については、単に所有者に申出書の提

出を求めるだけでなく、課税証明書等により、所得がなく、修理ができない財政

状況、災害に伴う保険金の受領等により所有者の資力では修理ができないことを

確認した上で、応急修理を実施する。 

 

（借家等の所有者の資力がないことを客観的に裏付ける必要がある。） 

 

※ 民法（明治二十九年法律第八十九号）（抄） 

 

（賃貸人による修繕等） 

 

第六百六条 賃貸人は、賃貸物の使用及び収益に必要な修繕をする義務を負う。ただ 

し、賃借人の責めに帰すべき事由によってその修繕が必要となったときは、この限 

りでない。 

 

２ 賃貸人が賃貸物の保存に必要な行為をしようとするときは、賃借人は、これを拒 

むことができない。 

 

（賃借人による修繕） 

 

第六百七条の二 賃借物の修繕が必要である場合において、次に掲げるときは、賃借 

人は、その修繕をすることができる。 

一 賃借人が賃貸人に修繕が必要である旨を通知し、又は賃貸人がその旨を知った 

にもかかわらず、賃貸人が相当の期間内に必要な修繕をしないとき。 

二 急迫の事情があるとき。 
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 ４ 手続の流れ  

手続きの流れは、  別紙２  図１のとおり。 

 

 ５ 証拠写真の提出  
 

① 「救助の必要性」、「内容の妥当性」を確認する必要があることから、修理前

（現況注））、修理中、修理後の写真を撮影し、必ず提出すること。 

注）ここでいう修理前（現況）の写真は、被災後の写真を想定している。ただし、洗浄の実

施が可能な井戸等については、洗浄後の写真を想定している。（なお、洗浄を実施する場合、

洗浄の実施前に写真を撮影し記録をしていることから、洗浄の実施の可否によらず、被災後

であり、かつ、洗浄されていない状況については、写真が撮影され、記録されている。） 
 

② 修理前（現況）又は修理中のいずれかの写真を撮り忘れた場合において、応急

修理の申込を行う際には、修理業者が修理前（現況）の状況、修理を行わなけれ

ばならない状況等について図面に破損箇所等を示したうえ、破損状況等を記載

し、どのような応急修理を施工するか（施工したか）を詳細に『「被災した井戸

等の応急修理」証拠写真代替資料』（以下、「証拠写真代替資料」という。）（様

式第９号）に記載するとともに、修理業者としてこれを証明することで、証拠写

真の代替として差し支えない。 
 

なお、「証拠写真代替資料」については、被災者が代筆することは認めない。 
 

（単に、「修理を急いでいたため、写真を撮り忘れた」等の理由は応急修理を

実施した内容の証明にはならない。） 
 

「証拠写真代替資料」を使用する場合は、真にやむを得ない場合とし、原則と

して写真の提出を求めるものとする。 

 

 ６ 関係様式  
 

・災害救助法の住宅の応急修理申込書（井戸等の修理）（様式第１号） 
 

・災害救助法の住宅の応急修理申込書（共同での井戸等の修理）  

（様式第１号の２）  
 

・井戸等の被害状況に関する申出書（井戸等の応急修理に関する参考

資料）（様式第１号の３）  
 

・資力に関する申出書（様式第２号）  
 

・修理見積書（様式第３号）  

・洗浄による井戸機能回復が見込めないことを証する申出書  

（様式第３号の２）  
 

・応急修理依頼書（様式第４号）  
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・応急修理実施連絡書（様式第５号）  
 

・請書（様式第６号）  
 

・工事完了報告書（様式第７号）  
 

・応急修理（修理前（現況）、修理中、修理後）工事写真台帳  

（様式第８号）  
 

・「被災した井戸等の応急修理」証拠写真代替資料（様式第９号）  

 

 

（附則）  
 

 この要領は、令和８年（2026 年）９月 28 日から施行し、令和８年

（ 2026 年）７月 28 日から適用する。  
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 別紙１  
 

井戸等の応急修理に係る工事例 
 

１ 応急修理の工事例  
 

（１）壊れた井戸等の構成要素（井戸、配管、継手、砂取器、受水槽、弁、水栓、電

動機等）の補修、取替 
 

（２）電動機（電動ポンプ）を固定して設置するための台座基礎の補修 
 

（３）井戸の掘り直し（既設井戸を深堀りする場合を含む。） 
 

（４）被災しなかった世帯の既設井戸を複数世帯で共有し、共同利用するためのポン

プ・配管等整備 
 

（５）破損した既設配管内に一回り細い配管を新しく挿入し、既設配管と新設配管の

隙間には砂利や薬液を充填して固定する補修 
 

（６）（３）の井戸の掘り直しを行った場合、井戸から取水された地下水の水質検査

（飲用井戸等衛生対策要領（環境省）に基づき実施される、定期の水質検査のう

ち、一般細菌、大腸菌、亜硝酸態窒素、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、塩化物イ

オン、有機物（全有機炭素（ＴＯＣ）の量）、ｐＨ値、味、臭気、色度及び濁度

の１１項目等） 

 

２ 応急修理の基本的な考え方 
 

（１）地震などに起因する被害と直接関係ある修理のみが対象となる。 

（例）○壊れた配管の補修 

○壊れた電動機（電動ポンプ）の取替 

×古くなった配管の取替 

×古くなった電動機（電動ポンプ）の取替 

（２）応急修理は、現状復旧を原則とすることから、修理方法に複数の選択肢が想定

される場合は、復旧の迅速さと経済的合理性等を踏まえて、適切な方法を検討す

ること。 

 

３ 証拠写真の提出 
 

 ※実施要領 ５ 証拠写真の提出  を参照  
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 別紙２  

図１ 井戸等の応急修理の手続及び流れ 

  

①アンケート回答 ②受付

③支援該当者確認

④事前調査連絡

⑥立ち会い ⑤申請情報確認・現地踏査

⑦現地踏査・被災者情報送付 ⑧被災者情報受理

⑨追加情報確認連絡

⑩現地調査（洗浄可否判断）

⑫井戸洗浄、調査結果説明

【洗浄実施不可の結果の内容（例）】

　・井戸等の構造等の問題により洗浄の実施が困難と判断された。

　・井戸を洗浄しても、機能の回復が見込めないと判断された。

　・井戸に損傷がなく、配管、継手、砂取器、受水槽、弁、水栓、電動機等の損傷と判断された。

１.　井戸洗浄支援

⑪井戸修理支援（→２.①）へ

⑬復旧完了

  （被災者）        者 

洗浄可能 

回復しない   

洗浄不可 

回復した   
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修理 者紹介依頼※1 修理 者紹介（井戸等）※1

①見積書依頼 ②見積書提示

③見積書受理※2

④応急修理申込※3 ⑤審査

⑥工事実施連絡

⑦工事依頼 ⑧工事受 

（A:応急修理分）

⑪工事内容確認 ⑩請書受理・契約 ⑨請書送付

（A:応急修理分） （A:応急修理分） （A:応急修理分）

⑬個人契約 ⑫個人契約

（B：被災者負担分） （B：被災者負担分）

⑮工事完了確認 ⑭工事実施

⑯完了報告、費用請求

⑰審査・支払い ⑱受理

（A:応急修理分） （A:応急修理分）

⑲個人契約の支払い ⑳受理

（B：被災者負担分） （B：被災者負担分）

※3　提出書類等

２.　井戸修理支援

（全国さく井協会・設備 者等）

　応急修理申込書（様式第1号/様式第1号の2）、被害状況に関する申出書（様式第1号の3）、資力に関する申出書

　（様式第2号）、修理前の現況が分かる写真、修理見積書（様式第3号）※4、「井戸等の応急修理」申込チェック

　シート等

　※4「修理見積書」は後日提出も可能ですが、工事決定の審査のために必要となります。

※1　被災者自身で 者を選定しても可

  （被災者）     修理 者 

自 負担が  る   

自 負担が  る   

自 負担が  る   

※2「1 井戸洗浄支援」を受 ない  は、洗浄不可の申出書 

    （様式第3号の2）も  て提出しても   と。 
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様式第１号 
申込日：令和  年  月  日 

 

災害救助法の住宅の応急修理申込書（井戸等の修理） 
 

熊本市長 （宛）  

 

井戸等の応急修理を実施されたく申し込みます。  

なお、井戸等の応急修理の申し込みに関して、世帯員の収入、世帯構成を市の担

当者が調査・確認することに同意します。 

 

【被害を受けた住宅の所在地】                        

【現在の住所】                               

【現在の連絡先（ＴＥＬ）】           （自宅・携帯・勤務先・その他） 

【生年月日】     明治・大正・昭和・平成  年  月  日生（   歳）  

【氏  名】                                                    

１ 被災日時 令和  年  月  日 

２ 災害名  （災害名称） 令和８年熊本地震による災害            

３ 井戸に関する状況等 

チェック 

水道を利用しておらず、自宅の敷地内にある井戸が飲用水を得る唯一の手段です。 

また、以下のいずれかに該当し、井戸等の機能回復が見込めません。 

 □ 構造等の問題により洗浄の実施が困難です。 

 □ 井戸を洗浄しても、機能の回復が見込めないと判断されます。 

 □ 井戸そのものには損傷がありませんが、配管、継手、砂取器、受水槽、弁、水

栓、電動機等の損傷により、井戸としての機能を失っています。 

チェック 

井戸等を修理することで自宅に住み続けることができます。例①：半壊等しており修

理する（解体しない。）。例②：一部損壊だが修理不要。例③：被害がない。） 

チェック 
現在の収入や状況では修理をすることが困難です。 

チェック 

この申込みにかかる応急修理により井戸の機能が回復した場合、周囲の被災者への給

水支援などについて、できるかぎり協力をします。 

注）該当する場合には左の枠内に該当する旨の記号（「✓」や「レ」等）を付けてください。 

 

自治体記入欄 受付欄 
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様式第１号の２ 
申込日：令和  年  月  日 

 

災害救助法の住宅の応急修理申込書（共同での井戸等の修理） 
 

熊本市長 （宛）  
 

井戸等の応急修理を実施されたく申し込みます。  

なお、井戸等の応急修理の申し込みに関して、世帯員の収入、世帯構成を市の担

当者が調査・確認することに同意します。 

【被害を受けた住宅の所在地】                        

【現在の住所】                               

【共同で利用する井戸※の所在地】                 

 注）【現在の住所】と同じ場合は記入不要。 

【現在の連絡先（ＴＥＬ）】           （自宅・携帯・勤務先・その他） 

【生年月日】     明治・大正・昭和・平成  年  月  日生（   歳）  

【氏 名】（申込者）  

（共同利用者となる世帯のうち、

井戸等が損傷した世帯の代表者） 

 

 

 

１ 被災日時 令和  年  月  日 

２ 災害名  （災害名称） 令和８年熊本地震による災害            

３ 井戸に関する状況等 

チェック 

水道を利用しておらず、自宅の敷地内にある井戸が飲用水を得る唯一の手段であり、共同で井戸を復旧さ

せようとする場合は、今後、将来にわたって唯一の水源として使用及び維持管理することについて、共同利

用世帯の全員が合意しています。また、以下のいずれかに該当し、井戸等の機能回復が見込めないことか

ら、井戸等を修理しない場合、申込世帯全員が飲用水を得る途がありません。 

 □ 井戸等の構造等の問題により洗浄の実施が困難です。 

 □ 井戸を洗浄しても、機能の回復が見込めないと判断されます。 

 □ 井戸に損傷がなく、配管、継手、砂取器、受水槽、弁、水栓、電動機等の損傷です。 

 □ 被災しなかった世帯の既設井戸を複数世帯で共用するためのポンプ・配管等整備です。 

チェック 

井戸等を修理することで自宅に住み続けることができます。（例①：半壊等しており修理する（解体

しない。）。例②：一部損壊だが修理不要。例③：被害がない。） 

チェック 現在の収入や状況では修理をすることが困難です。 

チェック 

この申込みにかかる応急修理により井戸の機能が回復した場合、周囲の被災者への給水支援などにつ

いて、できるかぎり協力をします。 

注）該当する場合には左の枠内に該当する旨の記号（「✓」や「レ」等）を付けてください。 

 

自治体記入欄 受付欄 
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様式第１号の３ 

 

井戸等の被害状況に関する申出書 

（井戸等の応急修理に関する参考資料） 
 

令和  年  月  日 

 

熊本市長 （宛） 

 

住所                     

 

氏名                     

 

 

※ 災害救助法に基づく井戸等の応急修理制度とは、自らの資力で修理を行うことが

できず、飲用水を得る途を失った方に対して、必要最小限の修理を行うものです。 

 

 

１ 応急修理対象箇所について 

修理を希望する箇所は以下の部分です。 

  ※ この制度で修理できる部分は、飲用水の取水に欠くことのできない井戸等の

構成要素（井戸、配管、継手、砂取器、受水槽、弁、水栓、電動機、検査資材

等）です。 

 

修理対象箇所注）                                   
注）井戸、配管、継手、砂取器、受水槽、弁、水栓、電動機、検査資材等から、修理を要する箇所

について具体的に記載してください。 

 

２ 被害状況について  

１の修理部分の各箇所の状態は以下のとおりです。 

 □ 井戸等の基礎注）が被災により破損、変形等しており、飲用水の取水に支障があ

る。 
注）井戸等の基礎：地表面の井戸開口部を保護するための基礎や、電動機（電動ポンプ）・

制御盤を設置するための基礎、配管を固定するための基礎等 

□ 井戸等の構成要素が被災により破損、変形等しており、飲用水の取水に支障が

ある。 

□ 飲用水の取水に支障がない、井戸等の基礎、構成要素のみの不具合がある。 

 → 制度の対象外です。 

□ 井戸等の構成要素でない箇所や、井戸等の構成要素ではあるものの飲用水を取

水する機能に直接的に影響しない箇所（装飾的な部位など）に不具合がある。 

 → 制度の対象外です。 

 

３ 証拠写真の提出 

修理前の現況が分かる写真を提出してください。 

修理前の写真を撮り忘れた場合は、工事終了後に『「被災した井戸の応急修理」

証拠写真代替資料』（様式第９号）の提出が必要です。  
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様式第２号 

 

資力に関する申出書 
 

熊本市長 （宛） 

 

 

（ 令和８年 熊本地震 ）のため、井戸等に修理申込書のとおり被害がありました。 

 

 井戸等を修理する資力が下記の理由のとおり不足するため、応急修理を実施してい

ただきますようお願いします。 

 

記 

 

※ 世帯の収入の状況、資力が不足する理由を具体的にご記入ください。 

 （ 例：住宅ローンを支払い中 ） （ 例：保険金では賄えない ） 

 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和  年  月  日 

 

申出者  氏 名            

 

現住所                     

 

被害を受けた住宅の所在地  熊本市  区                   

 

 

※借家等の井戸等所有者 氏 名             

 

現住所                     
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様式第３号 

 

修理見積書 

 

 見積金額（総工事費）          円 （消費税及び地方消費税込） 

 

□「井戸等の応急修理」申込関係 

 見積金額（応急修理分）（※１）         円 （消費税及び地方消費税込） 

 見積金額（被災者負担分）            円 （消費税及び地方消費税込） 

 

工事内訳は別紙（※２、３）のとおり 

（工事内訳は、普段使用している見積書を添付してください。） 

 

※１ １世帯当たりの限度額を超える場合は、限度額を記載すること。 

   ＜限度額＞ １世帯当たりの限度額は、757,000円の範囲内とする。 

※２ 修理業者は本様式とともに、工事費の内訳を添付すること。  

    工事費の内訳は、修理業者指定の様式で差し支えありませんが、

応急修理の対象となる工事の内容を明記すること。  

※３ 県外事業者が施工する場合であり、「掛かり増し経費に対する補

助」を申請する場合は、見積金額に含めないこと。  

   「掛かり増し経費」とは、工事に係る移動費や宿泊費等のことで、

県外事業者が施工する場合、補助の対象となります。申請について

は、別途ご案内いたします。  

 

 熊本市長  （宛）  

 

（※修理業者記入）上記のとおり見積書を提出します。  

令和  年  月  日 

住所  

会社名  

代表者名  

電話番号  

メール  

 

（※修理申込者記入）上記の見積書を確認しました。  

令和  年  月  日 

住所  

氏名  
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様式第３号の２ 

 

洗浄による井戸機能回復が見込めないことを証する申出書 

 

熊本市長 （宛） 

 

修理業者名  

代表者  

電話  

メール  

 

災害名 令和８年熊本地震による災害 

自治体名 熊本市 

修理物件 邸における井戸等 

（住所：                     ） 

調査日 令和  年  月  日 

 

        邸における井戸等の修理に際し、「構造等の問題により洗浄の実施

が困難」又は「井戸そのものには損傷がないが、井戸等の構成要素の損傷により、井

戸としての機能を失っている」ことから、下記のとおり、「洗浄の実施が困難である

ことの妥当性」を証するため下記資料を提出し、これを証明します。 

 

記 

【井戸等の状況】 

邸における井戸等の設置図面 

※井戸孔がコンクリートで被覆されている。井戸が軒下にある等、洗浄の実施が困

難と判断された場合は、その根拠となった状況を記載するとともに、現地の状況

がわかる写真等を貼付してください。 

※井戸等の構成要素の損傷であり、洗浄による井戸機能の回復は見込めないと判断

された場合は、その根拠となった状況を記載するとともに、写真等を貼付してく

ださい。 

 

例） 

・採水層と異なる砂礫等が吸い上がっており、管の目詰まり等ではなく、破損が明

らかであることから洗浄では機能が回復しない。 

・発災後○ヶ月の間生活用水として利用しており、濁水の解消に至らないことか

ら、管の目詰まり等ではなく、井戸以外の設備損傷が原因であることから、洗浄

では機能が回復しない。 
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「井戸等の応急修理」申込チェックシート 
 

【必要書類】 
○ 必要書類はそろっていますか？ ※順番どおりに綴ってください。 

□ 災害救助法の住宅の応急修理申込書（井戸等の修理）（様式第１号）又は、災

害救助法の住宅の応急修理申込書（共同での井戸等の修理）（様式第１号の２） 

□ 井戸等の被害状況に関する申出書（様式第１号の３）□ 資力に関する申出書

（様式第２号） 

   → 借家等の場合 □所有者の理由記入・署名がありますか？  

□ 修理見積書（様式第３号） 

（※後日提出も可ですが、工事決定には必要となります。） 

 □ 洗浄による井戸機能回復が見込めないことを証する申出書（様式第３号の２） 

（※井戸の現地調査、洗浄を実施していない場合、提出が必要です。後日提出も

可ですが、工事決定には必要となります。） 

□ 修理前の現況が分かる写真 

 

【対象者要件】 
○ 以下の要件に該当しますか？ 

□ 水道を利用しておらず、自宅の敷地内にある井戸が飲用水を得る唯一の手段で

す。 

□ 以下のいずれかに該当し、井戸の機能回復が見込めません。 

  ・ 井戸等の構造等の問題により洗浄の実施が困難です。 

  ・ 井戸を洗浄しても、機能の回復が見込めないと判断されました。 

  ・ 井戸そのものには損傷がないが、配管、継手、砂取器、受水槽、弁、水栓、

電動機等の損傷により井戸としての機能を失っています。 

・ 被災しなかった世帯の既設井戸を複数世帯で共有し、共同で利用するための

ポンプ・配管等整備です。 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

【修理見積書依頼状況】 
□ 依頼済・・・・・・・・・・・・・・分かる範囲で記載 

□ 未依頼（修理業者の当てはある） 

□ 未依頼（修理業者を探している段階） 

修理業者名：                           

 

修理業者への応急修理の説明： 未  /  済 

（修理見積書、提出写真等の説明を忘れずに） 

 

工事完了済 / 工事中 /     頃に着工 / 工事時期未定 

 
 

 

  

受付担当者  
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様式第４号 

 

令和  年  月  日 

 

 

応急修理依頼書 

 

 

（修理業者） 

                 様 

 

 

熊本市長         

  

 

 次の被災者に係る井戸等について、別添修理見積書（写）のとおり応急修理するよ

う依頼しますので、工事完了後、速やかに「応急修理（修理前（現況）、修理中、修

理後）工事写真台帳（様式第８号）」と併せて「工事完了報告書（様式第７号）」を

提出してください。 

 なお、工事内容の最終確認の結果、経費によっては今回の応急修理制度の対象外と

なる場合もありますのでご了承願います。 

 

 

１ 被災者住所・氏名 

 

   住所                               

 

   氏名                       

 

２ 対象井戸等の所在地 

                                    

 

 

３ 受付番号 

                   

 

 

４ 依頼工事の見積額   金              円（応急修理分） 

注）見積金額に変更が生じることが判明した場合、遅滞なく熊本市、

被災者（修理申込者）に申し出ること。  

 

（添付書類） 

  修理見積書（写） 
※内訳は、申込時に添付された修理業者作成の見積書において本制度の対象となる項目 

（国が定める限度額を上限）  

 



 

 

- 18 - 

 

様式第５号 

令和  年  月  日 

 

応 急 修 理 実 施 連 絡 書 
 

 

 申込者名         様 

                    熊本市長        
 

 

 被災された次の井戸等について、別添のとおり応急修理するよう依頼しましたの

で、連絡します。 
 

 なお、工事内容の最終確認の結果、経費によっては今回の応急修理制度の対象外と

なる場合もありますのでご了承願います。 

 

１ 被災された方の住所・氏名 

 

   住所                    

 

   氏名         

 

 

２ 対象井戸等の所在地    熊本市  区               

 

 

３ 受付番号             

 

 

４ 依頼工事の見積額   金          円（応急修理分） 

 

 

５ 応急修理実施予定期間  ※申込者さまと修理業者との協議による 

令和   年  月  日から 令和   年  月  日まで 

 

 

（添付書類） 
 

  ・応急修理依頼書（写） …選定された修理業者宛てに発送（交付）しています。 
 

・修理見積書（写） 
※内訳は、申込時に添付された修理業者作成の見積書において本制度の対象となる項目 

（国が定める限度額を上限） 
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様式第６号 

 

請   書 
 

熊本市長 （宛） 

 

１ 件  名       邸の井戸等における応急修理業務委託 
 

２ 履行場所  熊本市  区  
 

３ 履行期間  令和 年  月  日から令和 年  月  日まで 
 

４ 契約金額  金        円也    
             （うち取引に係る消費税及び地方消費税の相当額を含む。） 
 

５ 契約保証  免除 
 

６ 請求条件  熊本市の検査に合格したときは、所定の手続に従い 

代金の支払を請求する。 
 

７ 支払方法  完了後払  
 

８ 申込書受付番号  令和８年  月  日、 

 

 

 熊本市契約関連例規、関係書類（応急修理見積書、修理依頼書等）、

協議等承諾のうえ上記のとおり引き受けます。 

 

 

令和 年  月  日 

 

 

 
 

 

 

 

  

受注者： 住所  

 氏名  
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様式第７号 

 

令和  年  月  日 

 

 

工事完了報告書 

 

 

熊本市長 （宛） 

 

                                         

            （修理業者） 

 

                                 

 

 

 次の被災者の井戸等について、別添修理見積書（写）のとおり応急修理を完了しま

したので、報告します。 

 

 

１ 被災者住所・氏名 

 

   住所                          

 

   氏名                       

 

 

２ 対象井戸等の所在地 

                          

 

 

３ 受付番号 

              

 

 

４ 完了年月日  令和  年  月  日 

 

 

【添付書類】 

・修理見積書（写） 

・応急修理（修理前（現況）、修理中、修理後）工事写真台帳（様式 

第８号） 
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様式第８号 

応急修理（修理前（現況）、修理中、修理後）工事写真台帳 

《      邸の井戸等における応急修理状況報告》 
（１／   ）  

 工事箇所（記入例） 工事箇所 

修理の 

説明 

  

修理前 

(現況) 

写真 

  

   

修理中 

写真 

  

   

修理後 

写真 

  

     

 

 

（※修理申込者記入）上記の内容を確認しました。 

住 所   

氏 名   

修理前 

（現況） 

写真 

修理中写真 

修理後写真 
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《      邸の井戸等における応急修理状況報告》 
 

（   ／   ）  

 工事箇所 工事箇所 

修理の 

説明 

  

修理前 

(現況) 

写真 

  

   

修理中 

写真 

  

   

修理後 

写真 

  

（※修理申込者記入）上記の内容を確認しました。 

住 所   

氏 名   

適宜、ページは増やしてください。 
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様式第９号 
 

令和 年  月  日 

 

「被災した井戸等の応急修理」証拠写真代替資料 
 

熊本市長 （宛） 

 

 

修理業者名  

代表者  

電話  

メール  

 

災害名 令和８年熊本地震による災害 

自治体名  

修理物件 邸における井戸等 

（住所：                     ） 

実施期間 令和 年  月  日 ～ 令和 年  月  日 

修理金額          円（自己負担分        円） 

 

        邸における井戸等の修理に際し、証拠である写真を撮

り忘れたことから、施工前、施工中の証拠写真の代替として、下記のとお

り「救助の必要性」「内容の妥当性」を証するため下記資料を提出し、こ

れを証明します。 

 

 

 

 

 

 

記 

 

 

 

 

  

施工前・施工中の写真を撮影していない場合の取扱 

※ 施工後の写真は現時点においても撮影は可能であるため、写真が 

 無いということは認めない。被災者の了解を取り、必ず写真撮影を 

行うこと。 
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【施工前の被災状況】 

 

○○ ○○邸図面 

※損傷箇所が判るようにすること（損傷箇所は赤枠で示す） 

 

 

 

○○ ○○邸図面 

※損傷箇所が判るようにすること（損傷箇所は赤枠で示す） 
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○修理箇所（応急修理として実施する箇所） 

 

１ 

（修理箇所名） 

電動ポンプ 

（破損状況説明） 
 

電動ポンプが破損し、井戸の洗浄では機能回復できない。 

（破損材料） 
・電動ポンプ：破損（メーカー、品番） 

 

（交換材料） 
・電動ポンプ：同等品に交換（メーカー、

品番） 

 

 

２ 

（修理箇所名） （破損状況説明） 

 

（破損材料） 

 

（交換材料） 

 

 

３ 

（修理箇所名） （破損状況説明） 
 

 

 

（破損材料） 
 

 

 

 

 

（交換材料） 
 

 

 

 

 

 


